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１ 調査問題 ２ ⑶ 

 

 
   

 

 

（１）課題が見られた問題について 

水溶液の凍り方につ

いて、実験結果を基に、

それぞれの水溶液が凍

る温度を見いだし、問題

に対するまとめを選ぶ問

題です。実験の【結果】

から、それぞれの水溶液

が凍った温度を読み取

り、1を正しく選ぶことが

できていたことから  

【結果】を正しく読み取る

ことに関してはおおむね

定着しています。しかし、

結果の考察では【結果】

から分かることとしては

正しいものの、【問題】に

対する答えとはなっていない 7 を選んでいるものが誤答の中で最も多くありました。自分で発想  

した【予想】と、実験の【結果】を基に、【問題】に対するまとめを検討することに課題が見られました。 
 
（２）指導の改善・充実に向けて 

 実験結果を基に考察する場面では、自分の予想と実験結果とを照らし合わせて、予想の正否の 

確認だけでなく、学習問題に立ち返って、結果から学習問題に対してどんなことが言えるのかを自分

の言葉で書けるような授業づくりをしていきましょう。その上で、友達の考えとの比較を通して自分

の考えを見直したり、深めたりしながら学習問題を解決することができるようにしていくことの重要

性を意識して授業改善していくことが大切です。 

 
 
                  

 

（１）課題が見られた問題について 

光の性質を基に、鏡を操作して、指定した的に反射させた  

日光を当てることができる人を選ぶ問題です。的と三角に切り

抜いた段ボールの延長線上の３のかつやさんを選ぶと正答とな

ります。最も多い誤答は、三角に切り抜いた段ボールの正面に

立っている２のはなこさんでした。日光は直進するといった光の

性質についての理解に課題が見られました。 

２のはなこさんを選んだ誤答が最も多いことから、日光は  

直進することについての理解が十分でないことや、日光は直進

するという知識はもっていながらも、問題の状況と知識 

を関連付けて考えることができていないということも考 

えられます。 

小 学 理 校 科 

課題及び指導改善に向けて 

２ 調査問題 ３ ⑴ 

 

 

（自分で発想した予想と、実験の結果を基に、問題に対するまとめを検討して、    
改善し、自分の考えをもつことができるかどうかを見る問題） 

（日光は直進することを理解しているかどうかを見る問題） 
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（２）指導の改善・充実に向けて 

 例えば、光の進み方に関する問題について、はね返した日光を地面や壁に当てたり、はね返した

日光の間に紙を入れたりするなどして、子どもたちがはね返した日光が直進することを捉えた後に、

今回の問題のような場面だったらどうなるかを考えたり、実際に光を当てて確かめたりする学習活

動が考えられます。子どもたちが光の直進をより深く理解するためには、主体的な問題解決を通し

て知識を習得できるようにすることや、習得した知識を使って、他の場面でも同じことが言えるかど

うかを確かめたり、実際の自然の事物・現象と関連付けて説明したりする学習活動を意識して授業

改善していくことが大切です。 

 
 
                  
 

（１）課題が見られた問題について 

夜の気温の変化について、他者の予想を基に、記録の結果を表したグラフを見通して選ぶ問題で

す。最も多い誤答は、夜中に気温が下がるグラフになる、よしこさんの予想を表した４のグラフで  

した。気温の変化という時間的、空間的な見方・考え方をはたらかせて、問題を解決するまでの道筋

を構想し、他者の予想を捉え、予想が確かめられた場合に得られる実験結果を見通すことに課題が

見られました。 

 

（２）指導の改善・充実に向けて 

まず、単元を通して、学習問題に対する予想を基に、児童本人が予想通りならどのような実験  

結果が得られるかを考え、本時の見通し（学習課題）をもてるようにしましょう。そのために、予想や

予想の根拠を大切にして、児童が学習課題を自分の言葉で書けるような授業づくりを心がけましょ

う。その上で、児童本人だけでなく、友達との協働的な追究の中で、児童が友達の予想も捉え、友達

の予想が確かめられた場合の結果を見通し、それを基に解決の方法を発想する学習活動を単元の

中に設定することが大切です。 

３ 調査問題 ４ ⑵  
（予想が確かめられた場合に得られる結果を見通して、問題を解決するまでの道筋を  
構想し、自分の考えをもつことができるかどうかを見る問題） 


